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喘息重症度に及ぼす因子の検討 

 

 

１ 目的 

  説明変数に欠損値を 1 つも含まない認定患者のデータを用いて、喘息重症度に及ぼす因子

を探索することが目的である。 

 

２ 対象 

令和元年度認定患者   19歳以下 1,498人 20歳以上 19,651人 

令和２年度認定患者   19歳以下 1,119人 20歳以上 16,488人 

 

３ 方法 

喘息重症度が軽症か、重症かに対して、どのような因子が影響を与える可能性があるかを

調べるため、多重ロジスティック回帰分析を適用させた。変数の選択は、p 値を用いたステ

ップワイズの変数選択（減少法）を行った。 

 

４ 解析 

（１）喘息重症度を２群に分けて解析  

軽症間欠型+軽症持続型+中等症持続型＝０ 

    重症持続型+最重症持続型＝１ 

 

（２）以下の因子についてロジスティック回帰分析に組み込むべきかの選別を行った。 

   認定年度ごと、19歳以下及び 20歳以上別に因子の選別を行った。 
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５ 結果 

  ４（２）の結果により選別された因子を説明変数とし、ロジスティック回帰分析を行った。 

 

（１）19歳以下 

 

○令和元年度認定患者 

 

 

○令和２年度認定患者 

 

 

（２）20歳以上 

 

○令和元年度認定患者 

 

 

○令和２年度認定患者 

 

因子 係数 標準誤差 ｐ値 オッズ比 95%信頼区間

切片 -2.726 0.519

受動喫煙 0.692 0.238 0.002 2.040 1.29-3.23

合併症（食物アレルギー） 0.433 0.229 0.031 1.630 1.05-2.55

合併症（アレルギー性鼻炎） -0.553 0.232 0.007 0.542 0.35-0.85

因子 係数 標準誤差 ｐ値 オッズ比 95%信頼区間

切片 -3.598 0.715

家族歴(父・アトピー性皮膚炎) 1.143 0.296 <0.001 3.080 1.74-5.43

家族歴(母・アレルギー性鼻炎) -0.578 0.253 0.022 0.562 0.34-0.92

現在ペット（ネコ） 1.083 0.446 0.009 3.130 1.33-7.40

因子 係数 標準誤差 ｐ値 オッズ比 95%信頼区間

切片 -2.093 0.101

年齢 0.011 0.001 <0.001 1.010 1.01-1.01

小児期の喘息既往 -0.153 0.050 0.003 0.859 0.78-0.95

合併症（アトピー性皮膚炎） 0.105 0.049 0.021 1.120 1.02-1.23

合併症（アレルギー性鼻炎） -0.089 0.043 0.013 0.907 0.84-0.98

１歳までのペット飼育 0.089 0.047 0.037 1.100 1.01-1.21

因子 係数 標準誤差 ｐ値 オッズ比 95%信頼区間

切片 -2.138 0.110

年齢 0.012 0.002 <0.001 1.010 1.01-1.02

小児期の喘息既往 -0.166 0.054 0.002 0.845 0.76-0.94

受動喫煙 0.105 0.041 0.008 1.110 1.03-1.21

家族歴(母・気管支喘息) 0.179 0.071 0.009 1.200 1.05-1.38

合併症（食物アレルギー） 0.275 0.054 <0.001 1.310 1.19-1.46

合併症（アレルギー性鼻炎） -0.097 0.043 0.023 0.909 0.84-0.99


